
報道機関配付資料 安城市 

件名 特別展「地震と災難－宝永地震から三河地

震まで－」の開催について  

令和６年１０月３０日 

歴史博物館では、特別展「地震と災難―宝永地震から三河地

震まで―」を開催いたします。令和７年は三河地震から８０年

の節目の年です。江戸時代中期から近代の地震被害と人々の対

応について紹介します。 

記 

【展覧会】会期 令和６年１１月３０日(土)～ 

令和７年１月１９日（日） 

場所 安城市歴史博物館 企画展示室 

観覧料 一般５００円（中学生以下無料） 

【内覧会】日時 １１月２９日（金）午後２時～ 

【主な展示資料】 展示資料約１００点 

・「津波警告板」（和歌山県指定有形文化財）（白浜町富田地区蔵） 

・「かめや板壁書置」（印南町指定文化財）（印南町蔵） 

・「明治二十四年十月廿八日大地震後図」（岐阜県博物館蔵） 

問い合わせ 文化振興課 

電話（直通） ０５６６－７７－６６５５ 



地震と災難
―宝永地震から三河地震まで―

会期：令和６年１１月３０日（土）～令和７年１月１９日（日）

会場：安城市歴史博物館企画展示室

観覧料：500円

令和６年１０月３０日

定例記者会見資料

明治二十四年十月廿八日大地震後図（岐阜県博物館蔵）



開催趣旨

令和７年1月で三河地震発生から80

年が経過します。現在でも地震は各地
で多発しており、近世以降は残された
史料から地震発生時とその後の対応に
ついて知ることができます。

今回の展示では、近世中期から近代の
地震史料を中心に、人々が地震という、
降りかかってきた災難を克服していく
様子を紹介します。

展示構成

第1章記録を残す地震が始まる
第1節 宝永地震
第2節 文政京都地震
第3節 善光寺地震

第2章古今稀成大地震・津波
―幕末期の地震―

第1節 伊賀上野地震
第2節 安政東海地震
第3節 安政南海地震
第4節 安政江戸地震

第３章変化する社会と震災
第1節 濃尾地震
第2節 関東大震災
第3節 昭和東南海地震

・三河地震

安政見聞誌中（本館蔵）
展示点数 約１００点



第1章
・宝永4年（1707）の宝永地震は最大級の規模の地震で、幕府への報告内容や後世
に被害を伝える史料を紹介します。
・文政13年（1830）の文政京都地震では、三河に被害はなかったものの、真宗門
徒たちが京都にある本山東本願寺のために支援しました。
・弘化4年（1837）の善光寺地震では、当時御開帳の時期で多くの人も集まってお

り、門前町の火災や大規模な山崩れが起こりました。藩による被災の記録を紹介
します。

第2章
・嘉永7年（1854）6月の伊賀上野地震は内

陸地震で三重県域に大きな被害を与えまし
た。
・同年11月4日安政東海地震は広い地域で

被害が出ており、様々な記録が残されてお
り、特に東海道・三河の被害を紹介します。
・同年11月5日安政南海地震は東海地震の

翌日に起こり紀伊国を中心に大きな被害が
出ました。大坂の津波被害は瓦版にも取り
上げられました。
・安政2年（1855）の江戸地震では瓦版や
版本などでひろく人々に知られました。

津波警告板（和歌山県西牟婁郡白浜町富田地区蔵）



第3章
・明治24年（1891）の濃尾地震は、日本赤十字社や軍隊などが救援にあたり、
まだ新しかった新聞や写真によって被害状況が人々に伝えられました。
・大正12年（1923）の関東大震災では、地方出身の被災者が故郷へ避難する動き
があり、本市域に避難したパン屋さんの手紙を紹介します。
・昭和19年（1944）12月7日の昭和東南海地震、昭和20年（1945）の三河地震は、
太平洋戦争末期に発生し、人手不足、物資不足の中での人々の対応を紹介します。

内覧会 11月29日（金）午後２時～






